
│
企
業
概
要
は
？

　

ご
み
処
理
施
設「
ク
リ
ー
ン
パ

ー
ク
北
但
」の
運
転
・
維
持
管
理

を
し
て
い
ま
す
。
当
社
が
所
属
す

る
タ
ク
マ
グ
ル
ー
プ
は
、
全
国
の

地
方
自
治
体
が
管
理
す
る
ご
み
処

理
施
設
等
の
設
計
・
施
工
、運
転
・

維
持
管
理
を
し
て
い
ま
す
。
ク
リ

ー
ン
パ
ー
ク
北
但
で
は
、
ご
み
の

中
か
ら
再
利
用
可
能
な
資
源
の
回

収
や
焼
却
の
際
に
発
生
し
た
熱
を

利
用
し
た
発
電
な
ど
、
環
境
に
配

慮
し
た
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

│
雇
用
状
況
は
？

　

当
社
は
60
人
を
雇
用
し
て
い
ま

す
。
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
は

32
人
が
働
い
て
お
り
、
う
ち
７
人

を
障
害
者
雇
用
し
て
い
ま
す（
知

的
障
害
・
精
神
障
害
、
20
〜
50
代
）。

│
仕
事
内
容
は
？

し
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。

│
働
く
人
の
声

・
こ
こ
に
就
職
す
る
ま
で
は
家
に

引
き
こ
も
っ
て
い
ま
し
た
。
今

は
朝
が
少
し
早
く
て
つ
ら
い
で

す
が
、
毎
日
が
充
実
し
て
い
ま

す
。
給
料
で
欲
し
か
っ
た
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
を
買
う
こ
と
が
で

き
、
ず
っ
と
こ
の
仕
事
を
続
け

て
い
き
た
い
で
す
。（
男
性
）

・
同
じ
姿
勢
で
作
業
す
る
こ
と
、

臭
い
が
き
つ
い
こ
と
が
少
し
つ

ら
い
で
す
。
休
憩
時
間
に
い
ろ

い
ろ
な
話
が
で
き
、
勉
強
に
な

り
ま
す
。
良
い
仲
間
に
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。
毎
日
が
楽
し
い
で

す
。
お
金
を
た
め
て
車
を
買
う

こ
と
が
目
標
で
す
。（
男
性
）

《
問
合
せ
》
豊
岡
市
障
害
者
自
立

　

支
援
協
議
会
事
務
局

　

☎
26
–
6
0
6
0

　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
手
選

別
コ
ン
ベ
ヤ
ー
で
流
れ
て
く
る
資

源
ご
み
の
中
か
ら
異
物
を
取
り
除

く
作
業
や
瓶
を
色
別
に
手
で
選
別

す
る
仕
事
で
す
。
障
害
者
７
人
を

含
む
11
人
で
作
業
し
て
い
ま
す
。

│
複
数
人
雇
用
す
る
た
め
の
取
組

　

み
は
？

　

通
勤
で
は
、
駅
か
ら
施
設
ま
で

送
迎
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ジ
ョ

ブ
コ
ー
チ（
職
場
適
応
援
助
者
）に

作
業
状
況
を
確
認
し
て
も
ら
い
、

当
事
者
が
困
っ
て
い
る
こ
と
の
相

談
に
応
じ
た
り
、
当
事
者
の
特
性

に
応
じ
た
関
わ
り
方
の
助
言
を
受

け「
当
事
者
・
家
族
・
会
社
」の
三

者
を
対
象
に
し
た
支
援
を
受
け
て

い
ま
す
。

│
雇
用
し
た
感
想
は
？

　

雇
用
の
ポ
イ
ン
ト
は
作
業
が
で

き
る
こ
と
と
協
調
性
で
す
。
不
安

が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
ト

ラ
ブ
ル
は
な
く
、
順
調
に
ス
タ
ー

ト
で
き
安
心
し
て
い
ま
す
。
障
害

者
で
も
、
特
別
に
意
識
は
し
て
い

ま
せ
ん
。
ス
ピ
ー
ド
は
作
業
し
や

す
い
よ
う
に
調
整
し
、
体
調
や
能

力
的
な
こ
と
は
十
分
配
慮
し
て
い

ま
す
。〝
一
緒
に
働
く
仲
間
〞と
し

て
、
休
憩
時
間
も
み
ん
な
で
話
を

障害者支援のかたち

『働く』
　障害者雇用に積極的に取
り組んでいる企業を紹介し
ます。

ほくたんハイトラスト
株式会社（竹野町坊岡）

瓶・缶手選別コンベヤー

春
の
火
災
予
防
運
動〔
3
月
1
〜
7
日
〕

消
し
ま
し
ょ
う 

そ
の
火
そ
の
時 

そ
の
場
所
で

春
の
火
災
予
防
運
動

　

3
月
1
日（
水
）か
ら
7
日（
火
）

ま
で
の
1
週
間
に「
消
し
ま
し
ょ

う　

そ
の
火
そ
の
時　

そ
の
場

所
で
」の
全
国
統
一
標
語
の
も
と
、

春
の
火
災
予
防
運
動
を
全
国
一
斉

に
実
施
し
ま
す
。

　

昨
年
、
本
市
内
で
消
防
署
が
把

握
し
て
い
る
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
奏
功
事
例
が
32
件
あ
り
ま
し
た
。

火
災
の
な
い「
安
全
、
安
心
な
街

づ
く
り
」の
た
め
、
警
報
器
の
設

置
・
適
正
な
維
持
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
家
庭
や
職
場
で
も
火

の
元
や
電
気
機
器
・
配
線
等
の
点

検
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
で

「
尊
い
命
」を
守
ろ
う
!

　

全
国
各
地
で
火
災
に
よ
り
尊
い

命
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

火
災
を
い
ち
早
く
発
見
し
、
事

故
を
防
ぐ
た
め
、
全
て
の
住
宅
に

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」を
設
置
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
尊
い
命
と
財
産
を
守
る
た
め

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

※
自
分
で
取
り
付
け
る
こ
と
が
で

　

き
な
い
場
合
は
、
消
防
職
員
が

　

取
り
付
け
ま
す
の
で
、
連
絡
し

　

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
今
ま
で

　

設
置
し
て
い
な
か
っ
た
方
で
、

　

新
た
に
設
置
し
た
方
は
、
消
防

　

署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
24
–
8
0
4
5

住宅用火災警報器

▼設置場所　｢全ての寝
室｣と｢寝室が２階にあ
る場合は階段の上｣

▼設置する感知器　火災
の煙を感知する｢煙式
の感知器｣

▼購入方法　電器店や電
気工事店、家電量販店、
ホームセンターで購入
できます。
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日日時・期間　所場所　内内容　対対象　定定員　￥参加費・料金　持持ち物　申申込み　他その他　問問合せ先
Ｆファクス番号　Ｍメールアドレス　Ｈホームページ
※￥のないものは無料です。　定で抽選などの記載がないものは先着順です。持のないものは申込時に確認してください。

くらしの 報情
施設イベント

豊岡市民プラザ　大手町　☎24-3000　 F 24-3004　Ｍ info@platz-npo.com　◆休館＝㊋
行事名／内容 日時 備考

第145回サロンコンサート
　男声合唱団エル・ドラードの男声合唱。曲目は、｢竹田の
子守唄｣｢オールドブラックジョー｣｢峠のわが家｣　ほか

３/25㊏
12：30～

◆サロンコンサートの出演者を募
集中

城崎国際アートセンター　城崎町湯島　☎32-3888　 F 32-3898　Ｍ info@kiac.jp　◆休館＝㊋
行事名／内容 日時 備考

小㞍健太×森永泰弘×瀬山葉子『S
サー フ ェ イ ス
urface a

アンド
nd D

デ ス ト ロ イ
estroy』

　ダンサーの小
こ
㞍
じり
健太さんを中心に、サウンドデザイナーの

森永泰弘さん、マルチメディア・アーティストの瀬山葉子さ
んによるダンス×音楽×マルチメディアのコラボレーション
❶ワークショップ（ダンス編）　18日㊏13：00～
　講師：小㞍健太さん、アシスタント：山下靖史さん
❷ワークショップ（音・身体・光の空間編）　25日㊏13：00～
　講師：小㞍健太さん、森永泰弘さん、瀬山葉子さん
❸ワーク・イン・プログレス公演（試演会）　26日㊐19：30～

３/1 8㊏、
25日㊏、26
日㊐

所❶市民会館❷❸城崎国際アー
トセンター
対❶小学生❷小学５年生以上❸
小学生以上
定❶❷15人程度
申①イベント名②代表者氏名③
人数④連絡先を連絡
◆一時保育＝３/17㊎までに電話
※❷❸のみ

アイザック・イマニュエル『T
タ ブ ロ ー
ableau S

ステイションズ
tations/我が宿を

いづくと問はば』成果発表上演
　米国のダンサー・映像作家のアイザック・イマニュエルさ
んによる、川端康成や大江健三郎さんの評論を資料に創作す
る長期的なプロジェクト『Tableau Stations』シリーズの滞在制
作。約１カ月半の滞在制作の成果発表上演

３/29㊌
19：30～

申①イベント名②代表者氏名③
人数④連絡先を連絡
◆一時保育＝３/22㊌までに電話

催
し

市
民
参
加
型「
学
び
舎
講
座
」

鉄
道
今
昔
展

日
3
月
20
日
㊊
㊗
午
前
10
時
〜
午

後
4
時
所
豊
岡
地
区
公
民
館
1
階

会
議
室
内『
余
部
鉄
橋
物
語
』（
藤

原
次
郎
さ
ん
作
）上
映
▽
懐
か
し

の
Ｓ
Ｌ
や
風
景
の
写
真
展
示
▽
1

周
12
ｍ
の
精
巧
な
鉄
道
模
型（
但

馬
鉄
道
模
型C

LU
B

作
）の
展
示

▽
カ
メ
ラ
カ
ー
で
鉄
道
模
型
内
の

運
転
体
験
・
持
ち
込
み
車
両
の
運

転
体
験
※
人
数
に
制
限
あ
り

講
演
会

日
3
月
20
日
㊊
㊗
午
後
2
時
〜
3
時

所
豊
岡
地
区
公
民
館
2
階
研
修
室

内「
僕
の
1
/
1
機
関
車
」講
師
：

藤
原
次
郎
さ
ん
申
3
月
18
日
㊏
ま

で
に
問
に
電
話【
共
通
事
項
】問
豊

岡
地
区
公
民
館
☎
23
–
1
4
9
2

元
プ
ロ
野
球
選
手

『
佐
野
慈
紀
』講
演
会

日
3
月
25
日
㊏
午
後
2
時
〜（
午

後
1
時
開
場
）所
竹
野
B
&
G
海

洋
セ
ン
タ
ー
内
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け

る『
基
本
の
大
切
さ
』を
テ
ー
マ
に

し
た
講
演
◆
講
師
＝
佐
野
慈し
げ

紀き

さ

ん
問
竹
野
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎
47
–
1
8
0
5
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